
株式会社長浜調剤薬局 指定居宅療豊管理指導(指定介護予防居宅療養管理指導)

碧 耀

(鉄の目的)

第 1条

株式会社∞ 設する事業所において実施する指定居宅療螢管理指導または指定介護予防居宅

頻蜃管理指導 似下「          という。)           するため旧必要な人見及び

運呂― に関す神 項た
齢 、競 胴 罐 あって動 獣 麒 l規

―
にある者 (以下「不J用者」

という)が るの有する能力旧応じ自立した日常陛活を営むことができるよう、その居宅を訪関して、t嗚

の状況や環境等を摺損し、それら夕諮まえて療豊上の管理展び指導を行うことにより、 頻雪生活の質の向

上を図ることを目的とする。

麟 の崩 十)

第 2条

1.秀明提密鷹層双びい し、常に不lJ用者の切蠍改 った‐ 蜘 に努める。

2.市四IT」、韓 ヽ他嚇 翻 特 騨 試 釧 閉 躙 k囮弧 撤 け ―以 斡

る者コの運携に努める。ただυ脂熙爆供の際的 低限Iし
~務
め、関係者以外には決して漏れること

のないよう1断田l礫り濱恵を払う。

3. 従業者1-Lタ ロリ得先利用者または           る。

4.従業清であつた者に、業務 卜輛り得た利用者またはその家族の秘密を保持させるため、従業落でなく

なつた後においても3れらい するぺき旨を、従業者とい とする。

5. 従業者の質的向Lを国るため庭期的な研修の樵会を設ける。

6.勒 止の

"る
委琺
‐を劇 向にF潟催するとともに、従業者に対し跡 のレ与止の

"る
。

7.適切瘤堆菰養引功隠封郵里悟導 鮮義れミ調防居庭療聟自彎騨切 嘘 ― 保する箇呻め ら`、腕 に

おいて行
~わ
イじる酌 な冨勤又は価越的な蝉 とした言動であつて業務上必 要力つ相当な範囲

を超えたものにより届宅療蓋管理指導在禁者の就集環境が害されることを防止するための方針の明確

イ中 諾じる。

8,適旺かつ円滑むけLビスを提供するため、以下の要件を満たすこととする。

・
―
局であること。

・在宅8者筋間葉剤管理指導の幅出を行うていること。

・

"購

留Jヽ
~―
としての許可を島F得していること。
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・居宅療簑管理指導等サ=ヒスの隈供に必要な設備および
「

鵡 をr田えていること。

9.継続的な捐騨零¢毘壊笠なし輝J用者や妊嚇力垣爾劣蘇lJ用者に対して同事業を行うことはできない。

〔蝶
―

)

第 3条

(統
―
  「′斬郵勘膊報撃彎謀動 の提供にあたつて1よ 夢業開り従業者によつて

のみ行うものとし、第二者への委託は行わない。

偽 ¨

第 4条

櫛 離 瑠 鯉 憎 嚇 等 鶴 目 肖 潮 棘 莞 用 単 関 騨 翰 毎 鰤 け る鱒 称、旬 導 号 ヽ開 弛 〔ま

次の通りとする。

(1)なが1-l薬 局 (鹿児島県指定 4644240436)

鹿卿剣群器割醇卸賑顔町 18番 19号

(2)なE第移要跡司 偶翡鳩憬時庇 4644240378)

鹿 l月韓 瀬訴W堆町31醤地 15

(3)ま1きう1浴網同 佃萌躊際脂定 4643240353)

鹿尼劇民六溝諄船六謝団同メ゙ 君六調睡ヂ赤部げ415番地

∞ 員数)

第 5条

。所詳ヨ調邸割里悟翠等に従事する
―

l師を配置する。

・従事する棄削 融甥劉よ 届宅療費管理指導等を行う利用者鐵および保険薬局の通常業務等を動案した必

要数とする。

呻

第 6条

1.当事槃所め礫剤師が、不】用者の居宅を訪関し、医師または歯科医師の発行する処方せんに基づいて調

製古れた業副1ごついて、翼剤の保冒・
―
使用等に関する説明・指導を行うことにより、翠剤を有

〃Jか
―
に使用できるように努こりる。

2 イ明開単瑯脅期同翻四の記緻および管理を行う。

3.利用者の哄態や服票・使用状況を確認し、不lJ用者に合わ唱だ調副
…

、ヽ月,用 。使用のおめの支
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援を行う。

4.使用期 lの旬朗鍬琴 l」用者のADL、 QOL等に劇
―
に関するモニタリングを行い期 町塵復

投有や帽互作用等の回穏、副作用          !こ 瑠 める。

5.潤 ョ心して、中 中 う。

6,医自頭より葉剤卿 附増関崚刊購の築剤
―
や唖 どの膳万めち つだ賜創制 に対応する。

7.め に関わらず、必要に応して訪間し票の管理および服粟・使用の封浸を行う。

8.利用者に必要とされる            る。

9.■零せなつ韓 を噸 し適切19薙東する。

10,不 J用者のサービヌ護翌年睾斜騒に多加し、韓 、f也の居ぞサービス
ー

と輯 に

努める。ただし情報提供の際は必要最低限に務め、関係者以外には決して濡″とることのないよう1剤

妃笠瘍践蚕傷ムう。

11.提供し            主治医、介
―
専Fヨ員や中 u同聰瑠蒙野れヽ

連携に努める。
―
辱 段は直接、文喜または昭磁鉤方法により速慟 l`帝う。

(営業日お占』爵却嘲動

第 7条

原則として、営業口およ
―
時F司は保険案局とし中 L巽日、自崇時間とする。

但臥 日曜日、国民の槻日、年末年始 (12月 30日～ 二月 3日 )、 各事業所が特別!劫 日を除く。

電話等により、24時間          とする。

叫 枷

第 8条

通常の羹硼U嘲よ それてれα庫業所から 16k m国内の区域とする。

併l」用料その伽の割昭妍 0

第 9条

1.雰 lJ用料I紛護保険制度の規定により、以下の通 りとする。

(1)居宅頻妻管理指導サービス利用料として (1回のご利用料金)

1,026円1,137円1,554円3害睡判□互刈新翁

684円758円1,036円2害蟻

342円379円518円1害呼剥漫α鴻勁針

10挫2～ 9人1人単導 劃 握 終 部 嚇 敵
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※算定する日の間隔は6日以上、ア〕ヽつ月 4回事に。ただし、ガン末期の患者、中!L韓

受けている海～④訪間
1よ 1週に2回、かつ月に8回を日巳虐とする。

(2)以下の場合は、「単一理物居住者が 1人の場合」を算定する。

・同居する同一世帯に防問薬剤管理指導を行ラ利用者が 2人以上いる場合

・居宅療妻管理指導を行う利用者数が当該建築物の戸数の 100/o以下の場合

・当該建築物の戸数が 20戸未満で、居宅療養管理指導を行う利用者が 2人以下の場合

(3)医療用麻果等の特別な梨剤が使用されている場合は、1回 につき上記料金に 100円 (1

害」負担の場合)加算する。

(4)注入ポンプにて医療用麻薬等を使用される場合は、1回につき上記料金に 250円 (1害」

負18の場合)加算する。

(5)中′b静脈栄妻法用輸液等の楽斉llを使用される場合は、1回につき上記料金に 150円 〔ユ

割負担の場合)加算する。

(6)厚生労働大臣が定める離島や中山間地域等に対するサービス提供に関しては、利用料金

1回につき以下の割合が料金に加薄する。

5%中山間地朗審に居住する者へのけLヒス提供抑算

100/0中山
―

における小辮 所加算

15眺鰯 l」

'動
R算

(7)交通費居宅療妾管理指導サービスに要した実買を請求する場合がある。その際の交通賢

の領収書は別途発行する。

注 1)居宅療経管理指導買及び介霞予防居宅療養管理指導賢に係るサービス利用料は同じである。

注 2)利用料の他、健康保険法等に基づき、薬代や薬斉Jの調製 Iご係わる質用を算定する。

注 3)医師の求めによつて、緊急で、患者に対して必要な薬学的管理指導を行うことがある。そ

の際は医療保険による「在宅患者緊急訪問菜剤管理指導料」を算定と協 。

注 4)厚生労響力省告示により、利用料等の算定基準が改定された場合、改定後の最新の利用料を

適用口より算定する。

2・ 生活保褻郵俗浄a樹よ 自己鵡 隅分については介霞扶動の支給によつて
―
す。

3. 不lJ用料1こついて1よ 戸撃宅蕩策雪酷雪廷留膳劇学等HDロヨ羹弟直1こ、 予め牙lJ用者また1とそ-lEサ ービスの

韓 つ蓼財日につい
―
岳抑朔しヽ蒔 る。

(維騨 )

第 lo条

i事業所1よ ね□銀勃塀弱随浙課瀕□堰壕期閣の管理留巧うととうに、事喋所の眼傭及び備品等中
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ナょ`翌 にウ勢>る。

2.事業所1よ 募詢所において韓 しヽ又はまん延しない ように、次の各号に掲げる指置を請じ

る。

(1)鞠
~万
!二お

"は
駒 的 肋 朧 舶 る―

‐
―
的に贈

るとともに、その結果について、従業者に周知する。

(2)弾 静折にお          ん延防止の鰤 身整1誇る。

(3)事業所において、従業者に対し、申 及びまん延の 防上の中 0日I籐を定期的

に 夭 胆 ヮる 。

(緊急時等における対応方法)

第 ニユ条

訪問時旧利用者に膚峡の急変、その他緊急事態が生したときIよ 違切 にヽ主治医に連絡雌 示を求める等

の必要な措置を講ずるとともに管理者lE報告する。              1よ 緊急搬送争a顔翼な

措置た諾じる。

(魏 に関する朝

第 12条

1.事業所Iよ 不明醍肇

"畔
望弱婚鼠 擢待り発生又lま再発を防止する弾 を諾ずるものとする。

(1)虐待防止のた

"る
委員
‐

―
的にF翔離し、その結果につしヽて-1三 周知する。

(2)虐待を防止するための定期的な研修の実施

2.事業所!よ サ七螂 に、当該事業所鱒妻前剛
―

   (イ明開単夢興解漸高鱒 に節 る

者)による齢 綬 けたと豊枷 る矛lJ用
―

し瑚 合1よ 3れを市四IT」 I=通報する。

(

第 13集

1.甲巣所Iよ 朦鶏歴

'非
常興勢 において、不l〕用者に対する           陳 介護予防

居尾顔盟管理脂溺〕の提供を継続的に-9る ための〔浸び,F常時の体制で早期の業務再開を図るんめの

計画 似 下 晴罰潔断濯柏百」とぃぅ。)を策定し、当該業務鰹腕謝瓢3従い之増 講じる。

2.事業所l― に対し、業務継続計画について周知するとともに、申 I聴叱雇期的に実施

する。

3.事業所1よ 定期的1的 の見直しを行い、必要に応じ鉤 の変更を行う。
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m)

第 14条

① 相購 間理璽のおめ13扇限の相談憲口・担凶者を設置する。担噌者1出部罫剰諏り管理者とする。

② 騨 不在嚇 であっても、
― 騨

につしヽて麟 Π― 販 きるよう静 るととも

に、担当者に内容を引継ぎ、相談・苦情への対応を早期停行うようにする。

(そ釧
"鸞
にい

第 15条

1.事業所Iよ 争欝日辞つ輿邸自里指導 け目定          嗣 に関する記録を整備し、そのサ
ービスを提供した日から最低 5年F司は保存する。

2.この規程に
'あ
る事項の外、,“富に関する重要事項Iよ 株式会社煩浜嗣剛票局が定める。

附貝u

こ
―
は、令和4年4月 1日から施行する。

この規定1よ 令和6年4月 1日から施行する。
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